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れなければならない。「各々の実践は、意図をもって
為すべきである」。これは使徒ムハンマドのハディー
スである。
　産児制限を求める対策の意図あるいは目的は何な
のだろうか。これこそがその根源である。その意図は、
子供に食事を与えることができないと恐れるから、ま
たは教育が施せないから、あるいは母親が十分に健康
ではない（母親の健康上の理由）から生じたのだろう
か。もし十分に教育あるいは食事を与えることができ
ないことが理由ならば、それは人間の力が及ぶことで
はない。それは神の力強い御手の内にある。コーラン
のいくつかの節を根拠に、こうした理由は禁止あるい
は否認されている。
　しかし、母親の健康上の理由に関しては、大半のウ
ラマーらがそれを容認している。例えば、ある子持ち
の母親が、毎年子供が増えるにつれてますます健康状
態が衰え、そして毎回子供を生む度に母親の状態が危
険に晒される場合に、または医師により強制的に胎児
を取り出さざるを得ないなどといった場合には認め
られている。なぜなら、イスラム教では自分の身を危
険に晒すよう命じることなど全くないからだ。
　したがって、状況は一つであるが、その中に異なる
状況が存在するということは明らかである。よって、
ある法を以て全く同じ法的判断を直ぐさま下しては
ならないのだ。
　この事項を中絶と関連付けることは可能だろうか。
神の御心のままに、この件に関して後の号で説明した
い。
